



















弟 207 9 
口万
昭和 45 年 5 月 20 日













研究に使用したハムスターは、生後 3 カ月の雌雄各々 45匹、合計90匹で、その右側頬嚢粘膜にDMBA




200C のクリオスタットで厚さ 6 ~12μ の新鮮凍結切片を作成して，その病理組織学的ならびに酵素組
織化学的所見をもあわせて検索した。人間の場合も同様に，正常口腔粘膜25例，および扇平上皮癌28
例について検討を加えた。証明した酵素は， alkaline phosphatase , acid phosphatase , non田 specific
esterase 、 succinate dehydrogenase 、lactate dehydrogenase 、malate dehydrogenase および、glucose-












malate dehydrogenaseの組織分布は、 succinate dehydrogenase と類似しているが、染色性は強く、
腫蕩化するにつれて更に増強の傾向を示し、腫蕩上皮に強い反応が認められた。 glucose- 6 -phosphate 
dehydrogenaseは、上皮表層に最も活性が高く、腫蕩実質における反応も強度であった。一方、剥離
細胞における酵素反応は、その染色性の強弱はあるが、一般に組織切片におけるとほぼ同様の平行関












alkaline phospha tase陰性、 es terase弱陽性、 lactate dehydrogenase 、 malate dehydrogenaseお
よび、glucose- 6 -phospha te dehydrogenase強陽性反応を示し、この組合せは、組織化学的方法によ
って腫壌を診断する・助となると考えられる。また、剥離細胞を酵素染色反応によって分類した百分
率の計算の結果、 esterase 、 lactate dehydrogenase および、malate dehydrogenaseの場合には有意の
差がみられ、診断に有効で、あると考えられる。しかし、剥離細胞における酵素染色によって腫蕩の分
化度を決定することはできなかった。
論文審査結果の要旨
本研究は口腔粘膜の扇平上皮癌について、主として剥離細胞学的所見と酵素組織化学的所見とを対
比しつつハムスターならびに人間における腫蕩診断に対する価値を検討したものであるが、剥離細胞
に組織化学的手法を応用した結果、腫壌の診断に有用な知見を得た。これは臨床にも応用可能であり
価値ある業蹟である。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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